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徳島県阿南市の大理石産地の歴史と現状
乾　　睦　子＊

Building stone quarries and the related industry in  
Tokushima prefecture, Japan

Mutsuko Inui

Abstract: Limestone and marble quarries in the Anan（a-nan） City, Tokushima Prefecture, Japan, have 
provided a large amount of marble to furnish the interiors of the historic buildings in Tokyo constructed 
in the early 20th century. Some of the brand names were: Kamosarasa, Hototogisu, Awayuki. It has 
been known that some of the quarries were only active through very short time and were closed before 
the World War II. On the other hand, some quarries have started operation after the World War II. The 
presently active quarries mainly mine the limestone for industrial use. They also mine the limestone 
gravel to use for the production of the artificial marble board. In this paper, the location of the old and 
new quarries are shown on a map. Scanned image of the section of samples from the active quarries are 
shown with their brand names. The reasons that made Anan City a long provider of building marbles 
were discussed.
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１．は じ め に

徳島県産の大理石は，近代日本の建築物に非常に多く
使われ，東京にも多くの建築物がある。特に国会議事堂
の内装に使われた石材（工藤ほか， 1999）については石
田ほか（2004， 2007， 2009， 2014）が岩石の記載，採掘
の歴史の聞き取り調査，国会議事堂内部の調査結果まで
一連の文献で非常に詳しく記載している。日本の石材産
業は昭和40年代半ば以降は採掘が急激に少なくなって
加工または輸入産業に移行した（乾・大畑， 2014；乾， 
2012）。徳島県内では大理石が採られなくなった後も産
業用の石灰石採掘は継続したほか，テラゾ（大理石また
は石灰岩の砕石をセメントに混ぜて固めて製造する人造
大理石）用の砕石として建築装飾用の砕石の採掘も続け
られてきた。しかし，その実態は記録されていない。今
回，国会議事堂建設の時代に開発されていた採石場とは
異なる採石場の試料を得ることができたため，第二次世
界大戦後も再開され続いてきた阿南市の大理石利用に関
して記録しておきたい。本稿では得られた試料の写真を
色補正して掲載するほか，板材の銘柄名とはまた異なる
色味によるネーミングも紹介する。

2．日本の建築石材産業の歴史

日本で石材が産業的に採掘されるようになったのは，
明治時代に西洋建築が目指された時からである。それ以
前も地域内で利用されていた産地はあったが，組織的に
採掘し，近代的な工場で加工して出荷する業者が登場し
たのは明治30年代半ば以降である。当初は建築石材を主
用途とするよりは，配電盤などの工業的需要を得て安定
した操業を始めた地域が多かったようである（例えば，
乾， 2016a）。その後徐々に建築用大理石の需要が安定
し，特に国会議事堂建設に国内産材料を使うということ
になり，内装に大理石を使う方針が決まると国内各地で
大理石資源が探索され，公式な調査も行われた。この調
査の結果は小山（1931， 1966）に記録されている。この
調査と国会議事堂への国内大理石利用は大理石石材業界
にとって大きな出来事であったことが様々な文献で触れ
られていることからも分かる（例えば全国石材工業会， 
1965；矢橋大理石商店， 1965）。このような追い風の元
に大正～昭和初期に全国で大理石産業が成立し，国内の
近代建築物にも多く使われた（例えば，乾， 2009， 2013， 
2016b， 2019， 2020）。しかし，いくつかの要因から長く
は続かなかった。ひとつは日本の地質の特徴からひとつ
ずつの産地が小さく，同じ色合いの石材を大量に出し続
けることが困難であったことである。岩体自体の小ささ
の他に，搬出が難しいなどの操業上の困難さによって小＊ 国士舘大学理工学部
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規模にしか操業できない例も多くあったようであり，ど
ちらも日本の地形・地質的な要因と言える。もうひとつ
は社会的要因で，第二次世界大戦に向かう時期には建築
物の装飾という用途はほとんどなくなったことである。
長谷川（1986）の石材リストの採掘時期を見ると，多く
の銘柄（産地・採石場）が大正～昭和初期に採掘開始さ
れた様子がうかがえる（乾， 投稿中）。しかし短期間で
操業を終え，戦後は採掘再開されなかった産地もまた多
いことが同じリストから見て取れる。一方，戦後に採掘
再開された採掘場も少なくはなく，また戦後に新たに開
発された採掘場もある。日本の大理石産業は産地が移り
変わりつつ昭和40年代前半（1960年代後半）頃までは
多くの産地で採掘が続けられていた。しかし，輸入石材
との価格競争の結果，その後1970年代頃からは輸入原
石を加工する形が主になり，国内産と競合するようにな
って採掘は減少した（全国建築石材工業会， 2003）。輸
入原石の大型の形に合わせると加工機械も変化して日本
の採掘場から出る小型不定形の原石の加工が困難になっ
ていったと言われる（矢橋， 私信）。さらに1990年代に
は加工済み製品の輸入が多くなり，2000年代には国内
主要メーカーも加工拠点を海外に移す動きとなった。地
球環境問題への関心の増大によって国内の採掘場が自然
破壊と見られ始めたことも逆風となったと思われる。

3．徳島県阿南市の大理石石材

徳島県阿南市産の大理石石材は，国会議事堂の内装に
おいて，全国各地の他の大理石の中でも広い面積に使わ
れている（石田ほか， 2009）。ほかにも東京国立博物館

（1937（昭和12）年竣工）のエントランスホール（図
１ a， b），日本橋三越本店のエレベータホール（乾， 
2019）などの大規模な建築物に使われ，現在も誰でもが
見ることができる。「加茂更紗（かもさらさ）」「淡雪（あ
わゆき）」「時鳥（ほととぎす）」「茶竜紋（ちゃりゅうも
ん）」などが主な銘柄である。石田ほか（2004）は国会
議事堂および地域で使われた石材の採石地を特定し岩相
とともに報告している。また石田ほか（2007）は採掘関

係者からの聞き取り調査を加え，採掘・搬出の方法や採
掘時期に関しての詳細情報を記録している。長谷川

（1986）は矢橋大理石株式会社が石工事のために買い付
けた国産大理石を一覧にしている。矢橋大理石株式会社
は明治末期に創業して以来国内の多くの大規模建築工事
で石工事を手掛けた会社である。その一覧の中から採石
地が徳島県阿南市となっている銘柄を抜粋して表１とし

図１　 東京国立博物館のエントランスホール。（a）大階段と吹
き抜けの大ホールに全面的に阿南市の大理石「茶竜紋」
が貼られている。2008年撮影。（b）石材の色は黄味がか
った灰色の時に白い脈と黄色い筋が入る。2011年撮影。

表１　矢橋大理石株式会社で過去に買い付けた徳島県阿南市産大理石の銘柄一覧（長谷川1986）。
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た。それによると阿南市では明治末または大正時代から
採掘が始まった。上記の主要銘柄のうち「加茂更紗」は
昭和初期（第二次世界大戦前）までで閉山し，その他に
も戦前で採掘を終えた銘柄が「新淡雪（しんあわゆき）」

「答島（こたじま）」の2つである。以上の3銘柄はいず
れも国会議事堂の内装に用いられていることからも，国
会議事堂建設が大理石資源開発を推進する大きな動機と
なったことがうかがえる。これは全国的な傾向である

（全国石材工業会， 1965）。戦前から採掘されていた銘柄
のうち，戦後も採掘が続いたのは「淡雪」「時鳥」「茶竜
紋」の3銘柄である。「時鳥」は国会議事堂に多く使わ
れた。「時鳥」「茶竜紋」は1998年頃まで大理石として
産出していたという証言がある（石田ほか， 2007）ので
国内の大理石産地としては最後まで残ったもののひとつ
と言える。大理石が産出しなくなった後は産業用の石灰
岩の採掘が継続し，テラゾ用の砕石としても採石されて
いる。

4．調査の方法

2017年8月に広浦鉱業株式会社および株式会社ヒロッ
クスの現在操業中の採掘場を視察し，聞き取り調査を行
った。操業中の採掘場で入手した試料をスライスし一面
を研磨し，画像補正用カラーチャートを用いて石材の色
味をできるだけ正確に記録することを心掛けた。現地で
の聞き取り調査および長谷川（1986），石田ほか（2007）
の記載に基づいて採掘場の分布や変遷の考察を行った。

5．採掘場（跡）の変遷

阿南市では，前述した戦前から続く大理石採掘場の他
に，戦後に操業開始した採掘場がある。現在も操業して
いる採掘場は，基本的には産業用材料としての石灰石採
掘を中心にしている。阿南市の石灰石採掘場の戦前から
戦後にかけての変遷を図2に示した。今回は，戦前から
現在まで採掘が続けられている株式会社ヒロックスの採
掘場（ただし採掘している正確な場所は戦前とは少し変
わった）と，戦後から採掘している広浦鉱業株式会社の
採掘場とを視察することができた。どちらの採掘場も図

2では「淡雪～加茂更紗」として戦前・戦後のマークの
違いで表示されている。

株式会社ヒロックスは，阿南市加茂町～阿瀬比町にか
けて大きく2つの採石場を持ち，。石田ほか（2004）等
に示されているLoc3（「時鳥」を採掘していた）および
Loc4（主に「淡雪」を採掘していた）にそれぞれ近い
ため，国会議事堂をはじめとする近代建築物に使われた
大理石と同じ石灰岩体を現在も継続して採掘していると
思われる。それらの古い採掘場については石田ほか

（2004， 2007）に詳しいためここでは繰り返さない。石
田ほか（2007）によるとここで1998年頃までは大理石
を採っていたという関係者の証言がある。大理石として
の採掘がされなくなってからもテラゾ用の砕石として利
用されることがあり，色味によって淡雪～加茂更紗，桑
尾などと呼ばれる石が採られている。実際の試料につい
ては図3とともに後述している。この採掘場のある層を
東に辿っていくと，「加茂更紗」が採掘されていた石灰
岩体があり，さらに東に「答島」の石灰岩体があって海
に出る。長谷川（1986）によると「加茂更紗」と「答島」
は戦前だけ採掘されて閉山しているため，海に近い岩体
の採掘の方が戦前だけで終わったことになる。

広浦鉱業株式会社の採掘場はそれより北にあり，昭和
初期までの大理石採掘地としては登場しない場所であ
る。採掘されている石灰岩体は，表層地質図「阿波富
岡」上に塗り分けられている岩体としての大きさは最も
大きい。同じ層を東に辿っていくと阿南市宝田町井関の

「新淡雪」を採掘していた石灰岩体がある。「新淡雪」も
国会議事堂で使用された石材であり，採掘は戦前で終え
ていると思われる（長谷川（1986）の記載が不明瞭，表
１参照）。従ってここでも海に近い方の岩体で採掘が先
に終了している。想像にすぎないが，海に近い岩体は搬
出条件がよいため国会議事堂建設のために開発はされた
が，岩体としては小さく長くは続かなかったのかもしれ
ない。あるいは，海に近く市街地に近いために採掘の制
約が大きかった可能性もある。

今回視察しなかったが，阿南市福井町で「鎧（よろ
い）」という石材が採掘されていたことが分かったので
記載しておく。首都圏の近代建築物ではあまり知られて
いない銘柄であり，石灰岩体としても表層地質図「阿波
富岡」には表示されていないので，量的に板材としてよ
りは主にテラゾ用の砕石とされていたと思われる。

6．徳島県阿南市産石材の色・柄

株式会社ヒロックスおよび広浦鉱業株式会社の3か所
の採掘場から試料をいくつかもらい受けて来たものをス
ライスして研磨した標本写真を図3 a～gに示した。現
在は採石場で区別するよりも色味で銘柄名を判断する傾
向がある。各試料の色味から通常つけられる銘柄名を各
写真下に添えた。簡単に分類すると，最も白っぽいもの

図2　 徳島県阿南市の大理石・石灰岩採掘地。採掘時期は長谷
川（1986）および石田（2007）に基づく。
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が「白鷹（はくたか）」，以下褐色に向かう順に「淡雪」
「時鳥」「加茂更紗」となり，暗赤色が強いものは「桑尾
（くわお）」に分類するとのことであった。「白鷹」は山
口県美祢市で採掘されていたかつての代表的な大理石銘
柄の名前である。また「桑尾」は高知県土佐郡で採掘さ
れていた暗赤色の銘柄で，これも多くの近代建築物に用
いられた銘柄である。白い「白鷹」に当たる色味と，赤
い「桑尾」の色味は阿南市産の主力大理石石材の銘柄に

はなかった。地域産の石材名がない場合，他産地の主要
な銘柄名が石材の色味の分類名として採用されたことが
分かる。

7． 議論–阿南市の大理石はなぜこれほど多いか

徳島県阿南市産の大理石石材は，地質図上に認められ
る石灰岩体の規模から想像される以上に多くの近代建築
物に用いられている。特に戦前の公共大規模建築物にお

図3　 採石場および保管場から採集した試料の研磨標本の写真。
ハンディスキャナで歪みなく画像を取り込み，画像補正
用カラーチャートCASMATCHを利用して色調整を施し
た。カラーチャートシールの大きさが10mm×10mm。で
きるだけ広く写真に納めるため不定形試料の輪郭が見切
れている。（a）～（c）阿南市加茂町～阿瀬比町の現ヒロ
ックス丁場（「時鳥」「茶竜紋」が戦前より採掘されてい
た付近）の試料。（d）～（f）阿南市熊谷町～吉井町の現
広浦鉱業丁場の試料。（g）広浦鉱業保管の「鎧石」と呼
ばれたものの試料。詳細は各写真下と本文参照。今回の
試料を採った丁場と，産業的に採掘していた丁場とは必
ずしも一致しない。
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いて一箇所に大面積で使用された例が目立つ。当時の大
産地であった美祢市産・大垣市産の大理石石材と比べて
も，ひとつの銘柄（色・模様）が広い面積に使用されて
いるのは阿南市産大理石が多いように思われる。このよ
うに多かった要因はいくつか考えられるが，ひとつには
この阿南市の石材産業が採掘に特化していたこと，か
つ，良い販路を確保していたことがありそうである。昭
和初期までの操業の様子については石田ほか（2007）が
聞き取り調査を行い詳しく記録しているが，その中に加
工の工程の話がまったく出て来ない。少なくとも建築工
事に直結する仕上げ加工には触れられていない。川また
は馬車，トラックで搬出し海路で出荷していた，という
ところまでである。その出荷先のひとつ（おそらく大
半）は当時から現在まで公共建築でも多くの石工事に携
わる矢橋大理石株式会社であったことが確認されている

（石田ほか， 2007；長谷川， 1986）。建築工事のための石
材加工を他に委ね，採掘業に特化したことが，大量の阿
南市産大理石を日本の主要建築物の多くに送り出すこと
につながったのであろう。

阿南市産大理石が大量に世に出た理由はもちろん販路
の確保だけではなく，そもそも大量に同じ銘柄（色・模
様）の石材を供給できたという資源の特性が大きな要因
であることは間違いない。しかし石灰岩体は阿南市内に
レンズ状岩体が散在している形で，美祢市秋吉台のよう
な大きくまとまった地質資源には見えない。大量に同じ
色を供給できたのは，色や模様のバリエーションが小さ
かったからではないかと思われる。阿南市産大理石石材
の主力は「時鳥」「淡雪」「茶竜紋」であるが，それらは
現在の試料では図3a， b， dおよび fのような色味であ
る。これらは色味の濃淡の程度の違いを除けばよく似た
模様の石材であると言える。地質図上では3つの別々の
レンズ状石灰岩体から採掘しているが，現地で観察した
結果としてはどの鉱山にもこのような色のバリエーショ
ンがあった。また，これらの試料の色味は，歴史的建築
物に残されている昭和初期までの阿南市産大理石とほと
んど同じ色味である。現在でも同じものが採られ続けて
いることは色の類似した資源の豊富さを示すと言える。

色や柄のバリエーションが少ないことは，銘柄名の柔
軟な適用につながり，それがさらに阿南市産大理石の使
いやすさにつながったことも推測される。例えば石田ほ
か（2007）には，本来は「淡雪」を採っていた採掘場で

「『加茂更紗』を出していた」という証言が記録されてい
る。長谷川（1986）には「時鳥」と「茶竜紋」は同一丁
場で採掘したもので，色味により出荷時にどちらかにラ
ベリングしていたという趣旨の記述がある（表１）。そ
してそれらの色味の違いはそれほど明瞭に二分できるも
のではなく，天然の岩石の色味のばらつきの中でゆるく
区別されていたものである。複数の採石場が同じように
ばらつく色の石材を産出していたとすれば，出荷量を需

要に従って調整することも容易だった可能性がある。

8．ま　と　め

東京でも多くの近代建築物に使われている徳島県阿南
市産の大理石について，同じ地域で板材が産出しなくな
ってからも操業を続けている採石場の視察と聞き取り調
査を行った。操業中の採掘場から得られる試料は現在も
テラゾの材料として建築装飾用に用いられており，かつ
ての銘柄名が色味の分類に使われていることが分かっ
た。かつての主力大理石石材に似た色・柄の試料を記載
した。また，阿南市産の大理石が首都圏の近代建築物に
大規模に使用されている理由を，産業形態の点と石材の
品質の点から考察した。
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